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項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター　酒井 忠
夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター　酒井 忠
夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター　酒井 忠
夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター　酒井 忠
夫

どのように貢献したか

市民のパソコンの基礎的な
知識の習得に貢献すること
ができた。

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

地域を学び、地域に愛着を
持つことに貢献している。

どのように貢献したか

４．質の高い
教育をみん

なに

子どもから大人まで幅広く
講座を企画し、年齢に関係
なく学べる機会を提供して
いる。

所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

会年職員

R2年度に改善した点 ４．質の高い
教育をみん

なに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

感染防止対策のため人数制限をおこなっ
た。主催講演会で定員を超えた場合は、
別室で視聴できるように工夫をした。

引き続き感染防止対策を取りながら、事業
をすすめていく。

どのように貢献したか

市民に市政の情報を提供
することができた。

期間

コロナ禍のなか、開催回数は減
少したが、消毒液・体温計の準
備、人数制限をする等の感染対
策を行いながら事業の実施をす
ることができた。

10名以上の市民でで構成されて
いる団体に職員を派遣するとい
う要件のため、コロナ禍のなか事
業の実施が困難であったが、会
場を公共施設に限定して開催す
ることができた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

ホームページや生涯学習情報紙翔びたつ
ひろば等に掲載し、一層の事業の周知に
努めていく。

開設日数が少なかったことにより
相談者の人数は減少したもの
の、１回あたりの相談者数は減
少していないことから引き続き、
当事業は必要性があると思われ
る。これからも相談員と随時情報
交換しながら、事業の運営を図っ
ていきたい。

R2年度に改善した点

市民の学習意欲に応えるため、感染防止
対策がとられていることが確認できる公共
施設に限定して、事情を開催した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

重要

ＩＴ相談事業

生涯
学習
推進
セン
ター

期間

Ｈ8～

生涯学習まちづくり
出前講座事業

期間

H11～

実施計画ランク

H13～

実施計画ランク

重要

実施計画ランク

重要

生涯学習をすすめる
所沢市民会議補助
金

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯
学習
推進
セン
ター

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

800人

0.00 人

会年職員 0.00 人

2,909千円 臨時職員 R2実績

307人

0.36 人

新型コロナウイルス感染拡大防止のため施設の
貸し出しを休止したことと、対面型の相談のため
事業を一時休止したことにより目標が達成でき
なかった。R3目標

2,940千円 800人

①108回

②307人

③

R2目標

目標設定の考え方・根拠

0.35 人
非常勤
特別職

0.00 人 800人 485人

R1決算額

①相談実施回数

②相談者数

③

相談者数（延べ人数）

254千円

市民の誰もがＩＴ（情報通信技術）について理解、活用で
きるようになるため、パソコンの基礎的操作を習得する
ことを目的に個別相談を実施している。インターネット閲
覧と電子メールの基本操作についての相談を主としてい
るが、パソコンの設定やソフトの使い方等の相談にも対
応している。
相談日：第1～第4火・金曜の午前午後、８回/月

市民がＩＴについての基礎的操作を習得し、ＩＴを
通した市民相互の交流や、市民の学習への一
層の推進を図ること、またＩＴに不慣れな人への
援助を目的とした事業であるため、相談者の人
数を指標とした。

室内の換気、消毒液の設置や相談員に
フェイスシールドを用意した。室内が密に
ならないように廊下に待機の席を設置し
た。

B

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

R2決算額（見込み）

R2目標値が未達成の理由・分析

感染防止に努めながら、相談者の多様な
ニーズに可能な限り対応していきたい。

- 510千円

事業の種別

一
般

R1予算現額

自治事務

根拠法令 R2予算現額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

指標名

100件

100件

法定受託事務 法定受託＋附加 567千円 409千円

0.26 人 R3目標
0.30 人

52件

2,909千円 臨時職員 0.15 人
①13件

②

③

R2目標 R2実績

R2正規職員
人件費

13件

　市政を広く市民に周知し、理解を得ると共に市民と行
政の協働によるまちづくりを進めることを目的とし、約90
の講座を用意し、市民グループ（10人以上）から申し込
みを受けている。
　出前講座メニューと利用方法を掲載したリーフレットを
作成し、担当課との日程等を調整のうえ講座の実施を
決定する。講座終了後は、担当課による実績報告書と
利用者によるアンケートを取りまとめ、今後に活かしてい
く。

0.35 人
非常勤
特別職

0.00 人 100件

R1目標

2,124千円

R2その他職員
従事割合

会年職員

R1正規職員
人件費

目標設定の考え方・根拠

R2決算額（見込み）

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

482千円

R1その他職員
従事割合

B

根拠法令 R2予算現額

所沢市生涯学習まちづくり出前講座実施要綱 500千円

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、10人
以上の市民と対面となる当講座を一時休止した
ことにより目標が達成できなかった。

246千円
①開催回数

②

③

講座依頼件数（未開催の件数も含む）

講座の参加者を増やすことが目的の事業ではな
く、市政を広く市民に周知することを目的とした
事業であるため、講座依頼（申し込み）件数を指
標とした。

16回

事業の種別

一
般

R1予算現額 R1決算額 指標名

自治事務 法定受託事務 250千円

0.36 人

2,940千円

根拠法令

R2その他職員
従事割合

35回

会年職員 0.00 人

R1正規職員
人件費

900千円

①会議開催数

②主催事業開催数

③主催事業参加者数

第１次生涯学習推進計画に基づき、生涯学習をすすめ
るための行政の横断組織である所沢市生涯学習推進
本部の設置と同時に、市民が主体となって生涯学習を
すすめるための市民組織である「生涯学習をすすめる
所沢市民会議」を設置し、本市生涯学習の推進を市民
の立場から行う同団体の活動を積極的に支援すること
を目的に市が財政補助を行っている。

0.55 人

900千円

4,572千円 臨時職員 0.00 人

非常勤
特別職

事業の目的及び具体的な内容

R2正規職員
人件費

R2実績

35回

目標設定の考え方・根拠

市民が主体となって所沢市の生涯学習をすすめ
ていく組織であることから、事業の参加者数を求
めるのではなく、事業の実施回数を目標とした方
が、生涯学習の様々な形を自ら実践しているこ
とが分かりやすくなるため。900千円

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

主催事業開催数R2決算額（見込み）

R1その他職員
従事割合

35回 25回

R1決算額 指標名

B

①13回

②16回

③584人

R3目標

新型コロナウィルス感染拡大防止のため予定し
ていた事業が実施できなかったため、目標が達
成できなかった。

R2目標

R1目標

R2年度に改善した点

13,559千円

R2実績

1,115人
非常勤
特別職

感染拡大防止策をとりながら事業を再開
していく。また、リモート講座などの新たな
手法も取り入れていく。

0.80 人

感染拡大防止のため自宅等で受講可能
なオンライン講座を実施した。

R3目標

①4

②

③

臨時職員

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2決算額（見込み）

0.00 人 1,450人

R1目標

①講座実施数

②

③

コロナ禍で実施できた事業は少
なかったが、オンライン講座等の
新たな取り組みを行うことができ
た。

1,450人

B

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ほ
とんどの事業を中止したため目標達成とはなら
なかった。

1,450人

R2目標

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

目標設定の考え方・根拠

市民の知識・技術を得る場や新たな仲間との出
会いの場をつくる。また、現代的課題を学ぶ機
会を提供し、学習成果を地域活動等につなげて
いく人材の育成を図る事も目標としているため受
講者数を指標とした。

82人

R1その他職員
従事割合

一
般

R1予算現額

14,546千円

指標名

受講者数R2予算現額

R2その他職員
従事割合

一
般

R1予算現額

3,761千円3,925千円

1.66 人

R2正規職員
人件費

R1正規職員
人件費

0.80 人

R1決算額

1,065千円

事業の目的及び具体的な内容

Ｈ5～

自治事務

事業の種別

0.00 人

R2予算現額

法定受託＋附加 900千円

1.75 人

2,429千円

自治事務 法定受託事務

生涯学習をすすめる所沢市民会議補助金交付要綱

実施計画ランク

重要

学習講座等開催事
業

期間

法定受託事務

 人材育成を目的とし市民との協働で企画運営する通年
制の「所沢市民大学」や、一般教養や現代的、地域的課
題などを学ぶ「市民教養講座」、資格技能取得など市民
のキャリアアップをめざした「資格技能取得講座」等を開
催する。
　学習機会の提供により、知識・技術を得る場や新たな
仲間との出会いの場をつくる。また、現代的課題を学ぶ
機会を提供し、学習成果の地域への活用を図る事を目
的とする。

法定受託＋附加

事業の目的及び具体的な内容

法定受託＋附加

事業の種別

根拠法令

-
生涯
学習
推進
セン
ター
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター　酒井 忠
夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター　酒井 忠
夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター　酒井 忠
夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

・子どもたちの幸せに繋がる新たな事業を
展開していく。
・役員の負担軽減に繋がる運営に努め
る。
・地域・家庭・学校の更なる連携強化で、
活動の充実を図る。

47

1,746千円 臨時職員 0.00 人

45
R2正規職員
人件費

47

期間

非常勤
特別職

社会教育関係団体
補助事業

R2決算額（見込み）

社会教育法、所沢市ＰＴＡ連合会補助金交付要綱、
所沢市連合婦人会補助金交付要綱

R1その他職員
従事割合

0.20 人

事業の目的及び具体的な内容

647千円647千円

R2その他職員
従事割合

0.99 人 470.21 人子どもたちの心豊かな健全育成を図るＰＴＡ活動の
理解を深めるため、市内小中学校等の各学校単位
ＰＴＡの相互交流･連携･情報交換や研修等を行う
所沢市ＰＴＡ連合会に対し、補助金を交付して活動
を支援する。また、女性の地位向上や社会進出、
男女平等を目指した学習活動を行うとともに、本市
の生涯学習の推進・社会教育の振興及び男女共
同参画などにも貢献する所沢市連合婦人会に対
し、補助金を交付して活動を支援している。

R3目標

・ＰＴＡ連合会の事業がより効率的に運営
できるための見直しを昨年度に引き続き
行った。また、審議会等への参加を通して
行政や他の団体・組織との連携協力を強
化していく。
・ＰＴＡ連合会の運営の効率化を図り、単
位PTAのＩＣＴ化を支援するため、コロナ禍
でのＩＣＴ化を推進した。

R1目標 R2目標値が未達成の理由・分析

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,923千円

①所沢市ＰＴＡ連合会の会報
誌発行部数
②所沢市連合婦人会の活動
回数

1,923千円

Ａ

ＰＴＡ連合会は、各学校間の連携
強化に欠かせない存在である。
また、連合婦人会は、男女共同
参画社会に向けて長年に渡り、
着実な活動を続けている。両団
体とも地域の教育力向上に一定
の成果を上げており、今後も活
動支援を継続していく必要があ
る。

①47,000部

②17回

R2目標 R2実績

所沢市ＰＴＡ連合会加入小中学校数

市立小中学校全てのＰＴＡが、所沢市ＰＴＡ連合
会に加入し、全ての子どもたちのために、魅力あ
るＰＴＡ活動が行われるよう加入数を指標とす
る。

R1実績

45

市内小中学校47校中、小学校2校は所沢市ＰＴＡ
連合会に加入していないが、それぞれ学校単独
でＰＴＡ活動を行っている。連合会の活動が魅力
ある活動となるよう事業等の見直しを行っている
ところであり、市内全小中学校のＰＴＡが連合会
に加入することを目指す。

４．質の高い
教育をみん

なに

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

実施計画ランク

どのように貢献したか

各団体とも、全ての市民・
子どもたちのための活動を
行っている。

根拠法令 R2予算現額

1,634千円

R1正規職員
人件費

S39～

R2年度に改善した点R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

社会
教育
課

事業の種別

一
般

R1予算現額

どのように貢献したか

市民の自主的な活動を支
援することができた。

どのように貢献したか

市民の自主的な学習活動
の場所を提供することがで
きた。

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

期間 0.36 人

法定受託事務 法定受託＋附加 310千円

15件

A

目標達成済

R2目標

実施計画ランク

重要

生涯学習ボランティ
ア人材バンク運営事
業 31件

2,909千円 臨時職員

どのように貢献したか

市民に学習情報を届ける
ことができた。

統廃合により廃校となった小学校を改修し
て開設した施設であり、築３０年が経過し
ていることから、計画的に修繕をすすめ利
用環境の整備を進めていく。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2年度に改善した点

コロナ禍により市民の活動の自
粛が求められたため、紹介件数
が減少した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

４．質の高い
教育をみん

なに

R2年度に改善した点

重要

施設の貸し出しを休止や時間短
縮を行う期間があったが、開館
時間においては市民に有効に活
用してもらうことができた。

市民の自由な学習、文化活動の場の提供を目的とす
る。
・業務委託により、土・日曜日及び夜間も開館
・会議室、体育室の貸出
・利用の公平性から予約時間制限あり。団体（５人以上）
の利用は月８時間（２区分）までとし、個人利用は体育室
のみ、月４時間までとしている。

1.10 人
非常勤
特別職

会年職員 0.70 人

R2年度に改善した点

H11～

H11～

実施計画ランク

重要

生涯学習情報紙発
行事業

期間

H12～

生涯
学習
推進
セン
ター

実施計画ランク

生涯
学習
推進
セン
ター

生涯学習推進セン
ター施設提供事業

期間

R3目標

70件

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

70件

会年職員 0.30 人

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

　生涯学習に関する知識や技術を持っている市民講師
（団体及び市外在住者も登録可）に登録してもらい、そ
の知識や技術を求めている市民に紹介する制度であ
る。
利用希望者には、登録講師の連絡先を紹介し、その後
は、直接両者が交渉し学習活動をすすめてもらう。この
ことにより市民の学習活動の促進と、教える側の社会貢
献とスキルアップの場になることも目指している。

0.35 人
非常勤
特別職

0.00 人

2,940千円

0.15 人
①106件

②18件

③

コロナ禍により活動の自粛が求められたため、
紹介件数が減少した。また、令和2年度は3年に
1度の更新時期であったが、登録を辞退する方
がいたため登録数が減少した。

R2目標 R2実績

一層の事業周知のため、ホームページに
人材バンクフェアの様子を動画配信する
など、新たな取り組みを取りいれていく。

B
R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

目標設定の考え方・根拠

70件

①登録件数

②登録者紹介件数

③

制度の周知のため、生涯学習情報紙に登
録内容の一覧を掲載した。- 565千円 539千円

事業の目的及び具体的な内容

市民の学習機会の拡充を目標の一つとしている
ことから、ボランティア人材バンク登録者の活動
（交渉成立）件数を指標としている。

根拠法令

事業の種別

一
般

R1予算現額 R1決算額

自治事務

指標名

R2予算現額
登録者活動件数
（利用者から報告のあった登録者活動（交渉成
立）件数）

R2決算額（見込み）

301千円

2,124千円

臨時職員 0.45 人
①11回

②1,844,357世帯

③

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

0.90 人

1,980,000部 2,042,590部

4,572千円

1,886,210部

0.26 人 R3目標

紙面を工夫することにより所沢の魅力を紹
介する記事を掲載した。

今後も、市民が興味を持つような
紙面づくりに努めていく。

R2実績

生涯学習情報紙として、市民が興味を引く
ような紙面にづくりに努めていく。

R1目標 R2目標値が未達成の理由・分析

1,980,000部

市民の学習意欲を支援するための「学習機会の
拡大と学習情報の提供」を目的としているため、
年間発行部数を指標としている。

R1実績

1,980,000部

指標名 目標設定の考え方・根拠

年間発行部数

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 17,271千円 16,649千円

「学習機会の拡大と学習情報の提供」を目的とした生涯
学習情報紙「翔びたつひろば」を毎月1日、年12回発行。
　1面には、主に教育委員会並びに市が主催する事業、
2.・3面には市民団体等の催しや公的施設等の情報、4
面に公民館・図書館の情報を掲載している。 なお、視覚
障害者用として、希望者に点字翻訳版、音声媒体（デイ
ジー版）による情報紙を委託により作成し配付している。

①発行回数

②年間延べ配布世帯数

③

R2予算現額 R2決算額（見込み）

- 19,883千円

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

16,815千円

根拠法令

一
般

R1予算現額 R1決算額

根拠法令

会年職員

事業の目的及び具体的な内容

0.55 人
非常勤
特別職

0.00 人

50.0%

45.0%

9,143千円 臨時職員 0.45 人
①32.5%

②57.7%

③

0.00 人

50.0%

50.0%

0.86 人

R2目標 R2実績

7,024千円

45.1%

①会議室等稼働率

②体育室稼働率

③

年間施設稼働率平均
（会議室等稼働率＋体育室稼働率）÷２

R3目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

より多く貸出の機会を提供する目的から、貸出
可能日数のうち提供した割合を指標としている。

利用にあたっての留意事項を作成し利用
者へ配布するとともに、消毒液を設置し換
気に努めるなどして、新型コロナウィルス
感染拡大防止に努めた。

目標達成済

R2決算額（見込み）

A
R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

目標設定の考え方・根拠

R1目標

法定受託事務 法定受託＋附加 30,839千円

指標名事業の種別

根拠法令 R2予算現額

R1予算現額

29,081千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

29,434千円

社会教育法、所沢市生涯学習推進センター条例、
同施行規則

30,407千円

一
般

R1決算額

自治事務

生涯
学習
推進
セン
ター

会年職員 0.80 人
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

松井まちづくりセンター長
吉川　泰央

会年職員

会年職員 0.00 人

臨時職員

0.00 人

R2その他職員
従事割合

臨時職員

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

どのように貢献したか

57.4%

指標名

Ｃ

感染症対策のため、独自の講座
を開催することが困難な学級も
みられた。また、市全体の事業
についても参加人数を制限する
等、開催方法の工夫により保護
者の学習機会の確保に努めた
が、開催を中止した事業もあり、
家庭教育学級の趣旨や重要性
等を伝えきれなかった。

事業の種別

一
般

R1予算現額

事業の目的及び具体的な内容

R3目標

R2予算現額

6,126千円

6,234千円

目標設定の考え方・根拠

R1実績
R1正規職員
人件費

1.80 人

R2その他職員
従事割合

①979名

②105回

③6,100部1.80 人

17.81

18.00

R2年度に改善した点

令和２年度は規模を縮小して事業を実施
したことにより、各学級での自主的な学習
活動である講座企画の手順などが引き継
がれない学級が出てくることが予想される
ため、丁寧な情報提供とともに各学級独
自の講座開催を支援していく。

家庭教育学級のホームページ開設等によ
り各学級役員への迅速な情報伝達に努め
るとともに公開講座を開催する等、新しい
事業手法を試みた。

R1決算額 指標名

非常勤
特別職

R2決算額（見込み）

R2目標値が未達成の理由・分析R1目標

感染症対策のため、活動期間が例年の半分と
なり、学習内容も感染症対策を行いながら各学
校の状況に合わせて学級活動を行う等、規模を
縮小して実施した。講座実施時間数は減少した
が、感染症関連講座（子どもの心のケア）や学習
指導要領の改訂による体験授業（プログラミング
講座）など、保護者が今求める内容の講座の企
画がみられた。

①家庭教育学級の学級生数

②家庭教育学級の講座数

③啓発リーフレット配布数

１学級あたりの講座実施時間（時間）

0.00 人

R2目標

S39～

9.00 3.96

18.00

R2実績

教育基本法、社会教育法、家庭教育学級事業委託要綱

期間

社会
教育
課

実施計画ランク

3,016千円

3,062千円 690千円

R2正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.75 人

「家庭教育学級事業委託要綱」において、委託
の条件として、講座実施時間をおおむね18時
間」としているため、目標値とした。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,047千円

家庭教育推進事業

根拠法令

家庭教育等について学ぶ機会を保護者等に提供
するため、市内全小中学校で家庭教育学級を実施
する。また、保護者が家庭を見直し、子育てに自信
を持って取り組むきっかけとするために、就学時健
診等の機会を利用した子育て講座の開催や、啓発
リーフレットの作成・配布を行う。

0.75 人

４．質の高い
教育をみん

なに

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

重要 自治事務

R2正規職員
人件費

期間 0.55 人

成人のつどい開催事
業

社会
教育
課

法定受託＋附加

市全体の出席率（%）

新型コロナウイルス感染拡大防止策を講
じた上で、地域分散開催の特性を活かし
た「成人のつどい」開催を検討していく。ま
た、名称については令和４年度の民法改
正を機に改める必要がある。

①出席者の合計人数

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

法定受託事務

根拠法令

１１．住み続
けられるまち

づくりを

R1目標 R1実績

R2実績

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

感染症予防の観点から、日時や会場の変
更等、制約の多い中での開催となったが、
職員の応援対応や、施設近隣をはじめと
する地域との連携により問題なく開催でき
た。

R3目標

Ｂ

例年1月の成人の日に行われていた「成人のつ
どい」が新型コロナウイルス感染症拡大の影響
で急遽3月に延期して開催された。感染症の影
響に加え、進学や就職の関係で参加できない新
成人もいたと考えられる。

新型コロナウイルス感染症の影
響で、成果指標の目標値は下
回ったが、例年と同じく地域ごと
で温かい式典を開催することが
でき、成人からも一定の評価を
得られたと考える。地域の人たち
が新成人を大人として地域に受
け入れる式として定着しており、
今後も各地区の特性を活かした
開催を支援していく。

R2年度に改善した点

国民の祝日に関する法律
成人のつどい実行委員会交付金交付要綱

70.0%

R1その他職員
従事割合

R1決算額

4,875千円

S21～ 4,492千円

①1,953人

R2目標

成人のつどいでは、「成人の日」に、①式典（共通）
と②つどい（各地区ごとのパーティ等）を開催する。
地域社会の中で新成人の門出を祝福するととも
に、成人としての自覚を促し、21世紀の担い手とし
ての活躍に期待し、ふるさと所沢への愛着を深める
ことを目的に、各公民館を中心に市内11地区の分
散方式で実施するもので、成人のつどい実行委員
会に交付金を交付して、各地区がその特色を活か
して、地域の成人をお祝いする。

0.55 人
非常勤
特別職

0.00 人

70.0%

4,572千円

目標設定の考え方・根拠

R2予算現額
成人のつどいが、若者の公民館活動を通じた地
域デビューの機会となるよう、より多くの成人に
出席してもらいたいため、出席率を指標とした。

R2決算額（見込み）

4,466千円

R2目標値が未達成の理由・分析

4,411千円

4,875千円

70.0% 66.3%

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

事業数は僅かであったが、
市民ニーズに沿った事業を
実施した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

成人としての自覚や今後
の地域での活躍を促した。

家庭教育等について学ぶ
機会を保護者等に提供し
た。

Ｓ29～ 5,309千円

①４件

②33件

③30件

R2正規職員
人件費

期間 0.65 人

　市民の学習要求に基づき、実生活に即する教
育、学術、文化に関する各種事業を実施することに
より、教養の向上、健康増進、生活文化の振興、社
会福祉の増進を目的とする。
内容は次のとおり。
①職員あるいは市民を交えた企画準備会・実行委
員会による事業の企画・立案、運営方法等を検討。
②生涯学習情報紙及びまちづくりセンター広報紙、
チラシ等を活用して参加者を募集。
③事業終了後アンケート等を実施し、学習記録や
参加者の意見、感想等を取りまとめ、次年度へ向
け検討。

0.65 人

5,403千円

1,144千円

①年間事業数

②アンケート回答件数

③「満足」及び「ある程度満
足」の回答を得た件数

参加者の満足度割合

松井公民館主催事
業

R1正規職員
人件費

R3目標

R2実績

100.0% 90.0%

R1決算額 指標名

R1目標

会年職員 0.80 人

R1実績

0.00 人 100.0% 91.0%

R1その他職員
従事割合

臨時職員 0.80 人 R2目標

R2年度に改善した点目標設定の考え方・根拠

A

新型コロナウィルス感染症の影
響で当初計画していた事業が中
止となったが、その中でも感染防
止対策を講じながら実施した事
業では、概ね昨年と同様の実績
値となった。

根拠法令

今年度は、新型コロナウィルス感染症の
影響で予定していた事業がほとんど中止
となったが、高齢者の閉じこもりや運動不
足を解消するため延期していた「とこしゃ
ん体操教室」を感染防止対策を講じて３月
に再開したところ、参加者から大変好評で
あった。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

新型コロナウィルス感染症の終息目途が
立たない状況ではあるが、感染予防対策
を充分に行った上で、幅広い世代が参加
できる事業を検討する。

R2目標値が未達成の理由・分析

R2その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

今年度は、新型コロナウィルス感染症の影響
で、緊急事態宣言や蔓延防止防止等重点措置
が発令されたことにより、施設の閉館や使用時
間の短縮、使用制限等があり、当初予定してい
た事業が中止となったため目標値が達成できな
かった。

主催事業に係る参加人数を基本に、事業に対す
る満足度を向上させる。

100.0%

法定受託事務 法定受託＋附加 1,619千円 1,494千円

事業の目的及び具体的な内容

非常勤
特別職

R1予算現額

及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理条
例施行規則

1,684千円

重要 自治事務

社会教育法・所沢市立公民館設置 R2予算現額

松井
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

松井まちづくりセンター長
吉川　泰央

項目名

■ □ □

実績

評価者

富岡まちづくりセンター長　鈴木　健

項目名

■ □ □

実績

評価者

富岡まちづくりセンター長　鈴木　健

どのように貢献したか

４．質の高い
教育をみん

なに

サークル・団体に施設提供
を行うことにより、生涯学習
の機会を促進した。

どのように貢献したか

様々な講座を実施すること
で生涯学習の機会を促進
した。

どのように貢献したか

学習活動の場として広く平
等に施設の提供を行った。

４．質の高い
教育をみん

なに

３．すべての
人に健康と

福祉を

４．質の高い
教育をみん

なに

松井公民館施設提
供事業

根拠法令

根拠法令

富岡公民館主催事
業

R1決算額

S31～

期間 0.75 人

富岡公民館施設提
供事業

30%

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、所沢市立公
民館設置及び管理条例施行規則、所沢市立公民館使用料減
免取扱要綱

R2決算額（見込み）

21,757千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

26,175千円

法定受託＋附加 24,004千円 23,217千円

①年間利用可能区分数（公民
館）
②年間利用区分数（公民館）
③年間利用区分数（地区体育
館）

R2目標値が未達成の理由・分析

100%

市民の学習要求に基づき、教養の向上・健康の増
進・生活文化の振興・社会福祉の増進を図るため、
実際の生活に即する教育・学術及び文化に関する
各種の事業を実施することを目的に、①職員サイド
による企画立案、あるいは市民を交えた企画準備
委員会・実行委員会等を設置し、事業内容を検討。
生涯学習情報紙及び公民館だよりを活用して参加
者を募集する。②事業終了後は、学習の記録や参
加者の意見・感想等をとりまとめ、次年度へ向けて
の検討材料とする。③体育館が併設されている特
徴を活かし、健康体操教室や体育事業にも積極的
に取り組んでいる。

R2正規職員
人件費

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

7,647千円 臨時職員 1.45 人

①８事業

②４０件

③３８件

R2目標 R2実績
事業実施にあたっては、新型コロナウイル
ス感染症防止策を徹底することにより、安
心して参加できるように努めることで、満
足度の向上を目指す。あわせて、利用者
の求めるものを把握するため、引き続きア
ンケートを実施し、分析していくことが必
要。

多くの事業が実施できなかったこ
ともあり、目標値が達成できず、
満足度も前年実績を下回ってし
まったため、コロナ禍においても
可能な内容・方法を検討した上
で、利用者の満足できるような事
業を実施する必要がある。

3,158千円

R2年度に改善した点

参加者の満足度割合
（「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た件数
÷アンケート回答件数×100）

社会教育法により、多様な需要を踏まえ、これに
適切に対応するために必要な学習の機会の提
供及びその奨励を行うことにより、生涯学習の
振興に寄与することが目的のため、どれだけ参
加者が満足した事業を提供できたかを図る。

コロナ禍において実施できる事業を検討し
た結果、新規に２講座を実施した。

R1目標

Ｃ

97%

新型コロナウィルス感染症拡大により、多くの事
業が実施できず、アンケートの実施件数が少な
かったこともあり、満足度を100％とすることはで
きなかった。

R1実績

目標設定の考え方・根拠

100%

100% 95%

R2予算現額

0.74 人

R2その他職員
従事割合

3,623千円
①主催事業数（年間事業数）
②事業参加者に対するアン
ケートの実施（アンケート回答
件数）
③アンケート結果の分析（「満
足」及び「ある程度満足」と回
答を得た件数）R1正規職員

人件費

重要 自治事務 法定受託＋附加

期間

6,044千円

R3目標

事業の目的及び具体的な内容
R1その他職員
従事割合

法定受託事務

0.92 人

指標名

根拠法令 R2決算額（見込み）

事業の種別

一
般

R1予算現額

社会教育法・所沢市公民館設置及び管理条例・所沢市
公民館設置及び管理条例施行規則・所沢地区体育館
条例

3,519千円

非常勤
特別職

0.45 人

3,868千円

R1決算額

―

富岡
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク

松井
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、所沢
市立公民館設置及び管理条例施行規則、所沢市立公
民館使用料減免取扱要綱

28,180千円 24,204千円

R1予算現額 R2年度に改善した点

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間延べ利用区分数

年間施設稼働率
利用者を確保するため、施設修繕や安全点検を
充実させる。

新型コロナウィルス感染症拡大防止のた
め、施設の出入口各所に自動の手指消毒
用アルコールを設置し、各部屋にも除菌
液を配置し使用後には使用者による除菌
作業の協力をお願いするなど感染防止に
努めた。
　また、今年度ホール天井照明灯のLED
化改修工事を実施したことで、節電や二酸
化炭素排出削減等の環境面に配慮し、使
用者からも明るく見やすくなったと好評を
得た。今後も館内各部屋の照明灯を計画
的にLED化にする必要がある。

新型コロナウィルス感染症の影響で、緊急事態
宣言や蔓延防止等重点措置が発令されたことに
より、市の方針により施設の休館、使用時間の
短縮、使用制限等が設定されたことや、活動を
自主的に自粛するサークル等が増えたことで、
実績値が低下した。また、当センターには茶道
専用の茶室があり、コロナ禍による使用制限が
あることや、年間を通じて利用者が極端に少な
いことで、年間施設稼働率が目標値に達しない
大きな要因である。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

42.0%

節電や環境面のほか使用者に対する配
慮のため、施設全体の老朽化した照明灯
器具を計画的にLED化にする必要があ
る。また、貸館使用については、まちづくり
センター広報誌「ひろば」等で広く周知する
必要があると考える。70.0%

目標設定の考え方・根拠

C

新型コロナウィルス感染症の影
響で、活動を自粛するサークル
や団体等が目立ったことや、使
用者の高齢化及びコロナウィル
ス感染症の影響で団体登録者数
が減少したことにより、年間施設
稼働率が昨年度より大幅に減少
した。

指標名

R2予算現額 R2決算額（見込み）

80.0%

5,818千円 臨時職員 3.20 人

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 32,178千円 27,561千円

R1決算額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

①14,840区分

②5,042区分

R2目標 R2実績

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

70.0% 33.0%

会年職員 3.20 人

期間 0.70 人 R3目標

Ｓ45～ 5,718千円

　サークルや団体等による各種学習活動の場とし
て施設を提供することにより、住民の知識・教養の
向上を図り、生涯学習社会の構築を目指すことを
目的とする。
　施設利用申請にあたっては、窓口申請以外にも
公共施設案内予約システムを導入し、インターネッ
トを通じ携帯電話や自宅のパソコンからでも予約が
可能である。

0.70 人
非常勤
特別職

0.00 人

富岡
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

R2予算現額

― 自治事務 法定受託事務

Ｃ

利用者の高齢化に伴い、新型コ
ロナウイルス感染症により、自主
的に活動を控える団体があった
ため、稼働率が上がらなかった。
より一層の安心、安全に利用で
きる環境整備が必要と考える。

R2年度に改善した点

年間施設稼働率（公民館）
（年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数
×100）

公民館施設は住民の生活文化の振興、社会福
祉の増進に寄与することが目的の施設のため、
施設がどれだけ住民に利用されているかを図
る。

新型コロナウイルス感染症予防のため、
施設の使用上限人数の設定、消毒を徹底
する等のガイドラインを作成し、安全に利
用者が安全に利用できる環境を整えた。

R1目標

指標名 目標設定の考え方・根拠

利用サークル数が減ってきていることもあり、部
屋の利用率が上がらなかった。その上、新型コ
ロナウイルス感染症拡大に伴い、施設の利用制
限を行ったことから、前年度実績を下回ってい
る。

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

集団による各種学習活動の場として施設を適用す
ることにより、住民の知識・教養の向上を図り、生
涯学習社会・地域社会の構築することを目的とし、
公民館事業に支障のない範囲で、地域・学校・社会
教育関係団体等に施設提供を行っている。利用申
請方法は、窓口申請・予約システム端末・インター
ネットによる予約手続きが可能となっている。また、
利用予約の拡大を図るため、一定の利用制限（時
間制限）を設けている。なお、本公民館の提供する
部屋数は、多目的ホールをはじめ11部屋となって
いる。

0.78 人
非常勤
特別職

0.45 人 30% 24%

21%

30%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

6,483千円 臨時職員 1.75 人

①１７，７４６区分

②　３，６８９区分

③１２，５４７区分

R2目標 R2実績
公民館主催事業におけるアンケートにお
いて得られるアンケートから、より利用者・
参加者が求める講座・教室等を開催する
とともに、講座終了後も引き続き自主的な
サークル活動等への移行支援してくこと
で、利用サークルの増加、利用者の増加
につながるための施策を検討していく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R3目標

S45～ 6,126千円

会年職員 1.55 人

会年職員 1.65 人
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

小手指まちづくりセンター長
　　　　　　　　　　　　佐藤　尊之

項目名

■ □ □

実績

評価者

小手指まちづくりセンター長
　　　　　　　　　　　　佐藤　尊之

項目名

■ □ □

実績

評価者

小手指まちづくりセンター長
　　　　　　　　　　　　佐藤　尊之

項目名

■ □ □

実績

評価者

山口まちづくりセンター　守谷
秀明

会年職員 2.50 人

会年職員 0.92 人

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

市民の知識教養の向上を
図り、生涯学習社会の構
築を目指した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

施設の整備を進めること
で、誰もが参加しやすい社
会教育を行う公共スペース
を提供した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

施設の整備を進めること
で、誰もが参加しやすい社
会教育を行う公共スペース
を提供した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１７．パート
ナーシップで
目標を達成

しよう

４．質の高い
教育をみん

なに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

誰もが利用しやすく、か
つ、満足度が高まる事業実
施に努めることで、社会教
育環境を整備した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

R1予算現額

R1その他職員
従事割合

2,506千円

3,325千円

R1決算額

R2決算額（見込み）

非常勤
特別職

0.00 人 100.0%

R1正規職員
人件費

期間

事業の目的及び具体的な内容

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

社会教育法、市立公民館設置及び管理条例 1,658千円

参加者が充足感を得られているかを確認するた
め、アンケートを実施し、プラス評価の割合が
100％となることとした。

R2実績

R3目標

2,625千円 ①年間事業回数

②アンケート回答件数

③事業内容に対してプラス評
価の回答を得た件数

2,085千円 ・事業参加者の満足度
・感染防止の観点からアンケートを実施できない
場合が多く、唯一実施したフラワーアレンジメント
については100％プラス評価だった。

80.0%

B

100.0%

B
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

今後も市民を交えた実行委員会の積極的
な活用を図り、より充実した事業の実施に
結び付ける。また新型コロナ対策を実施し
ながらも満足度が高まるように努める。

98.1%99.0%

R1目標

R2年度に改善した点

R3目標

①14

②16

③16

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

・利用者の中心は高齢者である
ため新型コロナ感染リスクが高
い。一方活動できないため認知
症進行や運動やコミュニケーショ
ンをとる機会が減ることによる体
調不良などの問題も無視できな
い。この相反する状況に対して、
どこまで、今何が可能なのか、最
適な解決を模索しつつ、安全を
確保しつつ事業を実施した。
・ユーチューブなど新しいメディア
を活用しながら文化祭等事業を
おこなえたことは、コロナ禍以後
の運営に新たなメリットを見出す
ことができた。

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

コロナ禍が続くことを念頭に置き、今まで
以上に可能なことは何か判断しつつ、施
設運営をしていく。そのための情報収集は
不可欠であると考える。

新型コロナウイルスの感染拡大防止を目的とす
る「緊急事態宣言」、「まん延防止等重点措置」
などの影響を受けたものと考えられる。特に飲
食を伴う活動の場である料理講習室の利用が
無かったことが稼働率の低下に影響した。
また、公民館登録団体の活動減少や、ｻｰｸﾙﾒﾝ
ﾊﾞｰの減少による解散などにより利用区分数が
減っていることが利用団体等に関わる影響と分
析しているところである。

100.0%

達成しているが、コロナ禍においてアンケートを
控えたためサンプルが例年より少ない。

コロナ禍という今までなかった状況の中
で、感染防止を徹底させ、規模を縮小し事
業を実施するなど柔軟な対応をした。

指標名 目標設定の考え方・根拠

85.0%

R2目標 R2実績

100.0%

S22～ 3,267千円

事業の種別

R2予算現額

1.25 人

　市民の学習要求に基づき、教養の向上、健康の
増進、生活文化の振興、社会福祉の増進を図るた
め、実際生活に即する教育・学術及び文化に関す
る各種事業を実施する。
　市民を交えた企画準備委員会及び実行委員会を
設置し、事業の内容を検討する。広報紙などを利
用し、参加者の募集を行う。事業終了後、学習の記
録や参加者の意見・感想をまとめ、次年度へ向け
ての検討材料とする。

1.25 人

根拠法令

R1予算現額

法定受託事務

①17事業

②183件

③180回答
Ｓ26～

一
般 非常勤

特別職

R2その他職員
従事割合

山口公民館主催事
業

根拠法令 R2予算現額

実施計画ランク

期間

重要

R1正規職員
人件費

目的　市民の学習要求に基づき各種講座を展開
し、市民の知識教養の向上を図るとともに生涯学
習社会の構築を目指す。
内容　第4次所沢市生涯学習推進計画に基づき、
重点的に取り組む事項に即した各種事業を展開し
ていく。各種学級・講座・イベント・つどい事業を実
施し系統的な学習機会と住民相互の交流の場を提
供する。地域住民のさまざまな学習・文化・スポー
ツ活動を支援する。

0.40 人

山口
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

小手
指ま
ちづ
くりセ

ン
ター

小手指公民館主催
事業

自治事務

小手
指ま
ちづ
くりセ

ン
ター

10,390千円

10,210千円

R2正規職員
人件費

685千円

R2決算額（見込み）

事業の目的及び具体的な内容

0.00 人

R1その他職員
従事割合

臨時職員 2.80 人

実行委員等の意見交換やアンケートを参
考に、新型コロナウイルスの感染拡大防
止策を講じながら、さらに満足度が高まる
ような事業内容へ見直しを行った。

概ね目標値を達成したものの、コ
ロナ禍で、アンケートの実施が減
少したため、今後の推移に注視
する必要がある。引き続き、市民
のニーズの把握に努め、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止策
を講じながら、より多くの参加者
の満足度が高まるような事業の
実施に努めることが必要である。

R2年度に改善した点

①主催事業

②事業参加者に対する５段階
評価アンケートの実施

③アンケート結果の分析

参加者の満足度割合

指標名

17事業中8事業でアンケート実施し、「満足」及び
「ある程度満足」と回答を得た件数÷アンケート
回答件数

B
R1目標

社会教育法 863千円

R1決算額

法定受託＋附加 1,007千円

333千円

0.92 人

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

0.40 人

臨時職員

目標設定の考え方・根拠

99.0% 98.4%

99.0%

新型コロナウイルスの感染拡大防止のために、
実施した事業が減少したことに伴い、アンケート
も減少した。目標値には達しなかったが、感染防
止対策を講じながら事業を実施した中で、「満
足」・「ある程度満足」と回答した割合は、昨年度
よりやや増加した。コロナ禍ではあったが、実施
した事業に対する参加者の満足度は高かったも
のと判断している。

R2目標

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

R2予算現額根拠法令

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例・
同施行規則、所沢市地区体育館条例

29,002千円

― 自治事務

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

新型コロナウイルスの感染拡大防止に力
を入れ、利用者が安心して、少しでも快適
に施設を活用できるよう環境を整備した。

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

コロナ禍における市民の集団学
習活動の場としては、目標である
施設稼働率は伸び悩んでいる
が、利用者の高齢化や施設の設
備、立地条件などの多様な要因
も複合的に影響しているものと分
析している。
しかし、一方で、感染防止対策を
取りながら活動を継続できるよう
公民館として支援を続けること
は、社会教育施設としての一定
の目的達成を果たしているものと
考えている。

R2年度に改善した点

80.0%

法定受託事務 法定受託＋附加 26,050千円 24,276千円

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

　集団による各種学習活動の場として施設を提供
することによって、住民の知識・教養の向上を図り、
生涯学習社会の構築を目指す。
　所沢市立公民館設置及び管理条例第5条に基づ
き、公民館事業に支障のない限りで自治会、ＰＴＡ
などの市民集会や社会教育団体等の活動の場とし
て、公民館施設を提供する。

0.40 人
非常勤
特別職

0.00 人

3,325千円 臨時職員

R2正規職員
人件費

1.10 人

会年職員 0.75 人

①11494区分

② 3112区分

③11275区分

R2目標 R2実績 予算の可能な範囲で設備のメンテナンス
を行いながら、地域の様々な情報発信を
行い、安心安全で快適に利用できる施設
を目指す。また、新型コロナ対策も実施
し、利用者の理解を得ながら施設提供を
継続する。

R2その他職員
従事割合

22,491千円

39.9%

80.0% 27.1%

年間延べ利用区分÷年間利用可能区分数×１
００

期間 0.40 人 R3目標

小手指公民館施設
提供事業

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間利用区分数（公民館）

③年間利用区分数（地区体育
館）

年間施設稼働率（公民館）

S45～ 3,267千円

事業の目的及び具体的な内容

小手
指ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク

一
般

R1予算現額

小手指公民館分館
施設提供事業

根拠法令 R2予算現額

期間

R1決算額

― 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 23,464千円 20,274千円

指標名 目標設定の考え方・根拠

B

新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、貸館を制限した影響
で施設稼働率は大幅に下がって
いる。コロナ禍がなかったとして
も小手指公民館分館は駐車場が
狭く施設の老朽化が進むととも
に、ホールが２室ある一方、小会
議室のように６～７名でしか利用
できない部屋があり、他の公民
館と施設構成が異なることなど
が要因として考えられる。

R2年度に改善した点

年間施設稼働率（公民館）
年間延べ利用区分÷年間利用可能区分数×１
００

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、利用者への手指の消毒、マスク着用、
利用者名簿への記入など公民館ガイドラ
インに則った貸し出しを行っている。

R1目標

54.5%

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間利用区分数（公民館）

R2決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例・
同施行規則、所沢市地区体育館条例

26,987千円 19,443千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

　集団による各種学習活動の場として施設を提供
することによって、住民の知識・教養の向上を図り、
生涯学習社会の構築を目指す。
　所沢市立公民館設置及び管理条例第5条に基づ
き、公民館事業に支障のない限りで自治会、ＰＴＡ
などの市民集会や社会教育団体等の活動の場とし
て、公民館施設を提供する。

0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 80.0%

新型コロナウイルス感染が蔓延し、利用が少な
かったため。

80.0% 44.0%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

7,065千円 臨時職員 2.60 人

①10116区分

②4444区分

R2目標 R2実績

予算の可能な範囲で設備のメンテナンス
を行い、安心安全で快適に利用いただけ
るように施設の充実に努めるとともに、
様々な情報発信を心掛ける。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

1.05 人 R3目標

S60～ 8,576千円 80.0%

会年職員 0.10 人
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

山口まちづくりセンター　守谷
秀明

項目名

■ □ □

実績

評価者

吾妻まちづくりセンター長　森田　悟

項目名

■ □ □

実績

評価者

吾妻まちづくりセンター長　森田　悟

項目名

■ □ □

実績

評価者

柳瀬まちづくりセンター長
会年職員 1.10 人

R2決算額（見込み）

会年職員 0.70 人

会年職員 3.10 人

どのように貢献したか

「巣ごもりDEチャレンジ」や文
化祭に代わる事業「フェス」を
開催したことにより成果物を
発表する場を創出し、「質の
高い教育をみんなに」に貢献
した。

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

計画的な修繕等により、利
用者に対して安全かつ快
適な施設を提供した。

どのように貢献したか

地域のニーズに合ったイベ
ントや講座を開催すること
で公民館運営を進めた。

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

市民の知識教養の向上を
図り、生涯学習社会の構
築を目指した。

４．質の高い
教育をみん

なに

３．すべての
人に健康と

福祉を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

R1決算額

R1その他職員
従事割合
非常勤
特別職

期間

R2予算現額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

吾妻
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

吾妻公民館主催事
業

S30～ 4,084千円

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、所沢
市立公民館設置及び管理条例施行規則、所沢市まちづ
くり条例及び施行規則

新型コロナウイルス感染症拡大の状況に
鑑み、座学の講座や参加者同士の距離を
確保できる体操教室などを中心に事業を
組み、感染防止に努めた。

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R1目標

①主催事業数

②事業参加者に対する5段階
評価アンケート回答数

③アンケート結果の分析（満
足と回答を得た件数）

R2決算額（見込み）

R1その他職員
従事割合

市民の学習要求に基づいた講座を展開し、生涯
学習社会の構築を目指すことが当該事業の目
的となっているため、参加者の満足度割合を指
標とする。目標値としては、前年より増やすこと
を目標としたい。1,369千円

100%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

成果指標の目標値をほぼ達成
はしている。今後も参加者の
ニーズや地域性を捉え事業を実
施していく。

新型コロナウイルス感染症の終息の見込
みが立たない状況の中、感染防止対策に
最大限配慮しながら、市民のニーズに
合った事業を実施していくことが求められ
る。

Ａ

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,291千円 1,899千円

根拠法令

新型コロナウイルス感染症の影響により、ほと
んどの事業が中止となってしまったが、実施した
事業については、成果指標の目標値をほぼ達
成できた。今後より一層、参会者に満足していた
だけるような事業を展開していく。

99%0.50 人
非常勤
特別職

100%
R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

4,156千円 臨時職員

93%

100%

市民の学習要求に基づき各種講座を展開し、市民
の知識･教養の向上を図ると共に生涯学習社会の
構築を目指す。職員の企画・立案、あるいは市民を
交えた企画準備委員会等を設置し、事業内容を検
討する。生涯学習情報紙等を利用して参加者を募
集する。事業終了後は評価アンケートを実施し、次
年度へ向けての検討材料とする。地域コミュニティ
関連の事業を中心に講座、イベント等を開催する。

0.50 人 R3目標

0.00 人

①5

②74

③69

R2目標 R2実績0.70 人

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,841千円 2,596千円

指標名

根拠法令

R2年度に改善した点

参加者の満足度割合（％）
（「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た件数
÷アンケート回答件数×100）

2,287千円

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

R2実績

①主催事業

②事業参加者に対する5段階
評価アンケートの実施

③アンケート結果の分析
R2目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1決算額

柳瀬
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令

重要

柳瀬公民館主催事
業

R2予算現額

目標設定の考え方・根拠

B

　新型コロナウィルス感染の影響
を受け、前年度末に計画した事
業の大半が中止になった。結果
として予定通りにいかなかった
が、新型コロナウイルス感染症
対策を講じて、限定的に講座を
展開した。制約の中でも、一定の
成果は残せたのではないかと考
える。

①年間事業数　7

②アンケート回答件数　0

③「満足」及び「ある程度満
足」と回答を得た件数　0

R2目標

R2年度に改善した点

参加者の満足割合

事業参加者の満足割合から、実際生活に即す
る教育、学校及び文化に関する各種事業を、企
画・立案し開催できているか、推し量るもの。

　新型コロナウイルスの影響により例年通
りの事業を開催することが出来なかったた
め、YouTubeを利用した事業や展示に重
点を置いた事業を実施するなど、形を変え
て開催した。

新型コロナウイルスの影響により参加者を集め
て事業を開催することが出来なかったため、アン
ケートを実施出来なかった。

R1目標 R1実績

96.0% 97.0%

98.0%

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、 所
沢市立公民館設置及び管理条例施行規則

2,995千円 2,510千円

臨時職員 0.40 人

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

①職員による事業の企画・立案、あるいは市民・公
民館利用団体を交えた企画準備会または実行委
員会により、事業の企画・立案、運営方法等を検討
する。
②生涯学習情報紙及び公民館だより、チラシ等を
活用して参加者を募集する。
③事業終了後は、学習の記録や参加者の意見・感
想等をまとめ、次年度の検討材料とする。

1.30 人
非常勤
特別職

0.70 人

10,806千円 　参加者を集めて事業を開催することが出
来ない場合、どのように形を変えて実施し
て行くかを考える必要がある。R2正規職員

人件費
R2その他職員
従事割合

0.0%

期間 1.30 人 R3目標

S46～ 10,618千円 98.0%

山口
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

山口公民館施設提
供事業

根拠法令 R2予算現額

―

目標設定の考え方・根拠

B

・利用者の高齢化及びにコロナ
禍の影響により利用は減少し
た。感染症対策をしながら運営し
つつコロナ禍における安全な公
民館運営をしてきた。
・インターネットを利用した事業を
行うなど柔軟な公民館運営も
行った。ワクチン接種後のコロナ
終息に向けて情報収集を行って
いくことにも心がけている。

R2年度に改善した点

①年間利用可能コマ数

②年間使用コマ数

③

施設稼働率
(年間使用コマ数÷年間使用可能コマ数×100)

施設稼働率は客観的で分かりやすい指標。
平成29年以降60％で設定している。

コロナ禍という今までなかった状況の中
で、感染防止を徹底させ、規模を縮小し事
業を実施するなど柔軟な対応をした。

指標名

R元目標

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 27,692千円 25,065千円

R1決算額

社会教育法、市立公民館設置及び管理条例 29,839千円 21,474千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

目的　施設を提供することにより、住民の知識・教
養の向上を図り、生涯学習社会の構築を目指す。
内容　①施設に加え、各種備品の貸出をしている。
②公共施設予約システムを採用し、事務室窓口の
他、ロビー端末やインターネットからも施設予約を
受付けている。③利用の予約にあたっては、利用
機会の拡大と均衡を図るため一定の利用制限(時
間的制限)を設けている。

0.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 60.0% 47.0%

コロナ禍のため利用が控えられたことも考えられ
る。

60.0%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

3,325千円 臨時職員 1.95 人
①10,909

②4,737

③

R2目標 R2実績 コロナ禍が続くことを念頭に置き、今まで
以上に可能なことは何か判断しつつ、施
設運営をしていく。そのための情報収集は
不可欠であると考える。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

43.0%

期間 0.35 人 R3目標

S45～ 2,859千円 50.0%
会年職員 1.95 人

吾妻
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

―

R1正規職員
人件費

学習活動の場として施設を提供することにより、市
民の知識・教養の向上を図り、生涯学習社会の構
築を目指す。施設の利用申請は、公共施設案内・
予約システムを導入し、インターネットの利用も可
能となっている。利用予約の際は、特定の団体の
独占を回避し、市民の利用拡大を図るため、一定
の利用制限（時間制限）を設けている。

0.60 人

R2予算現額 R2決算額（見込み）

目標設定の考え方・根拠

35,782千円

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間延べ利用区分数（公民
館）

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

指標名

Ｂ

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、所沢
市立公民館設置及び管理条例施行規則、所沢市まちづ
くり条例及び施行規則

36,170千円 34,699千円

事業の目的及び具体的な内容

インターネットや携帯電話からの
予約方法を指導し、直接来館し
申請する手間を省くなど、利用者
の利便性を継続的に図ってい
る。また、施設設備の経年劣化
が起きていることから、計画的に
修繕を実施し、利用者の安全な
環境を維持するよう努め、施設
稼働率の向上を目指していく。今
後も成果指標の目標値に達成す
るよう、引き続き施設の環境整備
に努める。

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 36,426千円

R2年度に改善した点

年間施設稼働率（公民館）（％）
（年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数
×100）

集団による学習活動の場として施設を提供する
ことにより、生涯学習社会の構築を目指すことが
当該事業の目的となっているため、年間施設稼
動率を指標とする。目標値としては、前年より増
やすことを目標としたい。

職員による定期的な施設、設備等の点検
を実施し、必要な修繕を行うことで施設利
用に支障が生じないよう努めた。

新型コロナウイルス感染症拡大により利用者が
自主的に自粛したことや、市の方針による施設
提供の休止等の影響により、稼働率が前年より
低下した。また、サークル加入者の高齢化によ
り、登録団体数が年々減少傾向にあることも原
因の一つである。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標 学習活動の場として施設を提供することに
より、市民の知識・教養の向上を図り、生
涯学習社会の構築に今後も努める。ま
た、今後も継続的に必要な施設修繕を実
施していくとともに、新型コロナウイルス感
染防止対策の徹底を図り、利用者が安全
かつ快適に施設を利用できるよう努める。

80%

R1目標

80% 52%

臨時職員 3.10 人

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

4,987千円

0.00 人

0.60 人 R3目標

S46～ 4,901千円

①28,946

②13,138

R2実績

期間

吾妻公民館施設提
供事業

45%

80%
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

柳瀬まちづくりセンター長

項目名

■ □ □

実績

評価者

三ケ島まちづくりセンター長
三枝　恵一

項目名

■ □ □

実績

評価者

三ケ島まちづくりセンター長
三枝　恵一

会年職員 1.50 人

会年職員

どのように貢献したか

施設の老朽化のなかで、
修繕を実施しながら、三ケ
島地区の生涯学習の拠点
として、利用しやすい施設
提供に貢献した。

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

コロナ禍の中、可能な限り
事業を開催し、三ケ島地域
の自然など地域の特徴を
取り入れた講座により地域
を理解することに貢献し
た。

どのように貢献したか

消毒液の設置や体温計の貸
出を行ったことにより、安心し
て利用出来る環境を提供した
ため「住み続けられるまちづく
りを」に貢献した。

４．質の高い
教育をみん

なに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

会年職員

柳瀬
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

30,164千円

9,642千円

1.16 人

R2正規職員
人件費

R1決算額 指標名

柳瀬公民館施設提
供事業

R2予算現額 R2決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、 所
沢市立公民館設置及び管理条例施行規則

目標設定の考え方・根拠

B

　　緊急事態宣言やまん延防止
重点措置の影響により、施設利
用の時間に制約があった。利用
者にとっては、不利益を被る形と
なったが、丁寧な説明により、特
に利用者との間に利用上の問題
はなかった。

― 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 27,345千円

R2目標値が未達成の理由・分析

根拠法令

R2年度に改善した点

年間施設稼働率（公民館）

前年度実績をもとに、集団による各種学習の場
として適切な施設提供を行い、より多くの地域住
民が学習の場として利用できるよう、目標を設定
する。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め消毒液の設置や、パーテーションなどの
貸出を開始した。さらに、所沢市の感染者
数を随時掲示し、情報共有を行った。ま
た、ロビーやホールの前に季節ごとの装
飾をし、来館したお客様に楽しんでもらう
工夫をした。

稼働率が前年度に比べて大きく上回った理由
は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため各
部屋に保守を入れた関係で、利用可能枠数（分
母）が少なくなったことが理由である。そのため、
R3年度の目標は昨年度の目標値を設定する。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

　新型コロナウイルスが終息するまで消毒
液を切らさないようにし、来館されたお客
様が安全に利用出来るよう注意する。

36.0%

R3目標

47.0%

34,234千円 26,523千円

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間利用区分数（公民館）

③年間利用区分数（地区体育
館）事業の目的及び具体的な内容

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

34.0% 35.0%

R2その他職員
従事割合

36.0%

臨時職員 1.30 人
①9020

②2474

③9297

R2実績

事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令 R2予算現額

指標名

法定受託事務 法定受託＋附加 3,885千円

期間 1.16 人

S46～ 9,475千円

集団による各種学習の場として施設を提供すること
によって、住民の知識、教養の向上を図り、生涯学
習の構築を目指す。

非常勤
特別職

R1決算額

0.95 人

重要 自治事務

0.30 人

利用者から高い満足度を得られ
ているが、さらによりよいものと
するべく、利用者の要望に寄り添
い、地域住民が一体となった事
業運営に努めていく。

R2年度に改善した点

参加者の満足度
主催事業に対する参加者の満足度の向上を図
る

非常勤
特別職

R2目標

3,676千円

目標設定の考え方・根拠

A

R２年度事業については、感染症対策を可
能な限り行った上で、講師や出演者などと
も打ち合わせを綿密に行い、開催した。

R1目標

①事業実施数

②アンケート実施件数

③満足度及びある程度満足
との回答を得た件数及びその
割合

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業
規模を縮小しての開催や中止せざるを得ない状
況ではあったが実施した事業は、いずれも９７％
の満足度であった。

100.0%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、
所沢市立公民館設置及び管理規則

4,274千円 3,508千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.50 人 100.0% 94.0%

地域住民の参加による地域の人材育成や
地域課題解決に向けた事業を企画立案
し、実施していく。

7,896千円 会年職員 1.25 人

①１３事業

②１４０件

③１３６件

R2目標 R2実績

R2その他職員
従事割合

100.0%

97.0%

0.60 人 R3目標

1.95 人

4,901千円

市民の学習要望に基づき、地域特徴等を生かした
主催事業を開催し、地域住民の生活・文化・芸術・
社会福祉等の向上及び推進を図る。
①職員による事業の企画・立案あるいは市民を交
えた企画準備会等により、事業の企画・立案・運営
を行う。②事業終了後の学習の記録や参加者の意
見、感想等は次年度講座の参考とする。③生涯学
習情報紙及び公民館だより・チラシ等を活用して参
加者を募集する。④各団体や公共施設からの情報
を提供する。

三ケ
島ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク

三ヶ島公民館主催事
業

R2正規職員
人件費

三ケ
島ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク

三ヶ島公民館施設提
供事業

期間

期間

S30～

目標設定の考え方・根拠

B

稼働率については、利用団体の
促進を図ると共に、事業での活
用を積極的に行い、稼働率の向
上に努めていく。

19,560千円
①年間利用可能区分数(公民
館)

②年間利用区分数(公民館)

③年間利用区分分数(体育
館)

年間施設稼働率
施設の稼働率は集団による各種学習活動の場
として、適切な場であるか否かの大きな成果指
標となる。

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

指標名 R2年度に改善した点

― 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 24,612千円

R1予算現額 R1決算額

公民館２階トイレと体育館トイレを１台ずつ
ウォシュレット化し、すでに改修済みの公
民館１階トイレとあわせ、従来より利用し
易くなった。

事業の種別

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、
所沢市立公民館設置及び管理規則

30,949千円 18,689千円

一
般

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標

非常勤
特別職

0.50 人 80.0% 39.5%

80.0% 28.9%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

4,987千円 会年職員 1.75 人

①８，６３３区分

②２，４９２区分

③１２，２５９区分

R2目標 R2実績

施設の老朽化が進む中で、適切に修繕を
行い、利用しやすい施設運営に努めるとと
もに、稼働率の低い学習室については、
事業での活用に努め、利用促進を図って
いく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

新型コロナウイルス感染症の影響により、施設
利用人数の制限やサークル団体の判断による
施設利用の自粛等が稼働率の低下に影響し
た。
また、学習室４号(工作室)と調理室は、部屋の
特性から利用団体が限定されていることなども
稼働率の低下に影響している。

S48～ 2,450千円

サークル等による各種学習活動の場として、施設を
提供することにより、住民の知識・教養の向上と会
員相互の親睦を図る。
①施設の点検管理と施設の提供・受入準備。
②施設利用時の使用料及び鍵・備品等の対応。
③利用者の公共施設予約システム入力の操作補
助。
④作品発表等の場としての公民館ロビーの提供。

0.60 人

R3目標

80.0%

0.30 人

2.05 人
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

新所沢まちづくりセンター長　廣川美智代

項目名

■ □ □

実績

評価者

新所沢まちづくりセンター長　廣川美智代

項目名

■ □ □

実績

評価者

新所沢東まちづくりセンター長
足立　啓

会年職員

どのように貢献したか

ニーズのある講座を実施し
た。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

３．すべての
人に健康と

福祉を

４．質の高い
教育をみん

なに

自主的な学習活動により、
地域の生活や福祉を広げ
る場となった。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

地域住民の知識や教養を
高められるよう、学習機会
を提供した。

４．質の高い
教育をみん

なに

３．すべての
人に健康と

福祉を

４．質の高い
教育をみん

なに

1.55 人

会年職員 2.45 人

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

新型コロナウイルス感染症拡大防止によ
り多くの事業・講座が中止となったが、気
分を盛り上げたいという想いからキャンド
ル講座を提供し、参加者に喜ばれた。

公民館利用者との共催事業（夏
フェス）、中学生職場体験時の
サークル取材など、公民館利用
者との共催で様々な学習文化活
動の体験会が定着しつつある。
また、広報講座の対象を、PTA
から地区広報担当者まで広げた
ことにより、地域で活動する団体
への支援の場となった。

全ての講座で参加者の満足度を上げることを目
標としたい。

R2年度に改善した点

R2目標値が未達成の理由・分析

地域内の各種公的機関がそれぞれ新所
沢地区に向けてどのような学習機会を提
供しているかを見定め、重複する領域、不
足している領域について整理し、事業の再
構成を進めていく。

新所
沢ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

社会教育法・所沢市立公民館設 R2予算現額

新所沢公民館主催
事業

根拠法令

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,878千円

置及び管理条例・所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則・所沢市地区体育館条例

4,094千円

R1実績

R2その他職員
従事割合

6,943千円

7,065千円

参加者の満足度割合
（「満足度」及び「ある程度満足」の回答を得た件
数×１００）

3,446千円

①年間事業数(回数）

②事業参加者数(延べ人数）
3,464千円

R2決算額（見込み）

R2目標

R1決算額

91.0%

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1決算額

R1目標

指標名

0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 91.0% 92.0%

97.0%91.0%
R2正規職員
人件費

期間 0.85 人 R3目標

S47～

臨時職員 1.55 人

①67回

②2,005人

R2実績地域課題と市民の学習要求に基づき、教育の向
上、健康の促進、生活文化の振興、社会福祉の増
進を図るため、実際生活に即する教育、学術及び
文化に関する各種の事業を実施する。

新所
沢ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

R2予算現額

期間 0.63 人

Ｂ

施設の有効活用に向け、見直
し・改善はされている。引き続き
地域団体の活動を支援していく
べく施設の有効活用に努めても
らいたい。

R2年度に改善した点

年間施設稼働率
（年間利用枠数÷年間利用可能枠数×100）

地域の自主的かつ非営利的に活動する団体を
支援するとともに施設の有効活用を進める。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

建物内の不具合個所を修繕し、利用者が
快適に利用できるよう適切な施設運営を
行った。

目標達成済

指標名 目標設定の考え方・根拠

R1目標

― 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 42,253千円 33,938千円
①公民館年間利用可能区分
数

②公民館年間利用区分数

新所沢公民館施設
提供事業

根拠法令 R2決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例・
同施行規則、所沢市地区体育館条例

34,132千円 31,399千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

集団による各種学習文化活動の場を提供し、住民
の学び合い・支え合い・学習成果の地域還元を促
進し、地縁と知縁による地域コミュニティを豊かにす
ること。そのような活動をする公民館登録団体を育
成すること。

0.63 人
非常勤
特別職

0.00 人 64.0% 61.8%

48.0% 51.8%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

5,237千円 臨時職員 2.45 人

①16,195

②8,385

R2目標 R2実績 施設提供にあたっては、事故のないよう施
設の安心安全に務める。また、地域の自
主的かつ非営利的に活動する団体の活
動を支援するとともに、さらに施設の有効
な活用を図るため、貸し出し手続き事務の
改善を考えていく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R3目標

S47～ 5,146千円 60.0%

A

「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た件数
÷アンケート回答件数×100

アンケートで「満足」及び「ある程度満足」以外と
回答した方の中に、講座の内容が自分自身が
想定していたものと差異があったためというもの
が散見された。そのため、募集時のチラシや文
言を、講座の内容等がわかりやすいように工夫
したい。

2,043千円

R1実績新所
沢東
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

【目的】
市民の学習要求に基づき、教養の向上、健康の増
進、生活文化の振興、社会福祉の増進を図るた
め、実際生活に即する教育、学術及び文化に関す
る各種の事業を実施。
【内容】
職員による事業の企画・立案あるいは市民を交え
た企画準備会または実行委員会により、事業の企
画・立案・運営方法を検討する。

0.65 人 95.1%

事業の参加状況・満足度は良好
で、好評である事業については、
継続することに意義があると同
様に、多種多様な社会状況によ
り、時宜を得た講座が求められ、
公民館の役割は、益々重要な位
置づけにあることがうかがえ、常
に改善の意識をもって取り組ん
でいく必要がある。
また、当面の間はコロナ対策を
徹底して事業を進めていく必要
がある。

参加者の満足度の割合

100.0%

100.0%

非常勤
特別職

0.00 人 100.0%

90.7%

会年職員 0.80 人

R2予算現額

R2年度に改善した点

1,484千円

R1その他職員
従事割合

R2目標値が未達成の理由・分析

目標設定の考え方・根拠R1決算額 指標名

R2決算額（見込み）

R1目標

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,948千円
コロナ禍により、各種講座やイベントが縮
小や中止となった。しかし、参加人数を限
定、講座時間の短縮や複数回での実施、
オンライン講座など、コロナ対策をしたうえ
で工夫して開催できた講座等もあっため、
今後更なる検討を重ねる。

新所沢東公民館主
催事業

1,769千円
①主催事業
②事業参加者のアンケート回
答件数
③アンケートで「満足」及び
「ある程度満足」と回答を得た
件数

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、所沢
市立公民館設置及び管理条例施行規則、所沢市まちづ
くり条例及び施行規則

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

5,403千円 臨時職員 0.80 人

①29事業

②86件

③78件

R2目標 R2実績

現段階でも100パーセントに近い満足度を
得ているので、現状を維持しつつ、地域の
実情を促えた講座の充実を図る。
また、手指消毒、換気、ソーシャルディスタ
ンスの確保、オンライン講座など、コロナ
対策に万全を期する。

R2その他職員
従事割合

R2正規職員
人件費

期間 0.65 人 R3目標

S52～ 5,309千円
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

新所沢東まちづくりセンター長
足立　啓

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢まちづくりセンター長　金子
敦

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢まちづくりセンター長　金子
敦

項目名

■ □ □

実績

評価者

並木まちづくりセンター長　川原　利和

0.55 人

会年職員 3.05 人

会年職員 1.50 人

会年職員

0.45 人

R1その他職員
従事割合

63,587千円

0.00 人

どのように貢献したか

参加住民の社会教育等の
向上に寄与した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

４．質の高い
教育をみん

なに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

給水スポットの拠点にもな
り、どなたでも安全な水を
給水できる施設として貢献
した。

どのように貢献したか

コロナ禍という厳しい状況
下ではあったが、乳児から
高齢者まで参加できる事業
を展開実施して貢献した。

６．安全な水
とトイレを世

界中に

どのように貢献したか

比較的空いている曜日・時
間帯を周知し、公民館利用
に伴う教育の機会の提供
を行った。

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

新所
沢東
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令 R2予算現額

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、所沢
市立公民館設置及び管理条例施行規則、所沢市まちづ
くり条例及び施行規則

B

利用する時間帯が集中し、全体
の稼働率としては低いため、比
較的空いている曜日・時間帯の
周知方法等の工夫が今後は必
要である。また、施設の老朽化に
伴い、修繕が必要な場合がある
ため、可能な範囲で対応を図り、
利用者が気持ちよく利用できるこ
とに努め、日常の点検を怠らな
いことを念頭に施設管理をする。

15,608千円

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間利用区分数（公民館）

年間施設稼働率（公民館）
年間のべ利用区分数÷年間利用可能区分数×
100

R2決算額（見込み）

R2目標値が未達成の理由・分析

非常勤
特別職

目標設定の考え方・根拠 R2年度に改善した点

― 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 19,342千円

コロナウイルス対策として、入り口に手指
消毒液を設置し、またこまめに施設内の
換気を行い、公民館利用者の安全面に配
慮した。

R1決算額 指標名

26,326千円

新所沢東公民館施
設提供事業

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

R2実績

15,570千円

【目的】
集団による各種学習活動の場として施設を提供す
ることによって、住民の知識、教養の向上を図り、
生涯学習の構築を目指す。
【内容】
平成１８年１０月から新公共施設予約システムが稼
働し、窓口以外にロビー端末機・インターネット・携
帯電話による利用予約手続きができ、利用申し込
みも２４時間可能となっている。利用予約の際は、
利用機会の拡大を図るため、一定の利用制限（時
間制限）を設けている。

0.90 人 80.0% 43.4%

7,351千円 80.0%

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

2.20 人

0.00 人

コロナウイルスの関係で、利用者が自主的に
サークル活動を自粛したことが稼働率の低下に
繋がっている。
また、人気のある曜日・時間帯は利用したい団
体が重なっている場合があり、希望する曜日・時
間帯が重なることは致し方ないことではあるが、
稼働率が低くなっている要因の1つとなってい
る。

80.0% 24.8%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

7,481千円 臨時職員 2.20 人

①15,514

②3,855

R2目標

各団体が使用したい曜日が集中し抽選と
なり、使えない団体が出てきている。その
ため、比較的空いている曜日・時間帯を周
知し、偏りが出ないようにしていきたい。

重要

地域課題と市民の学習要求に基づき、教養の向
上、健康の増進、生活文化の振興、社会福祉の増
進を図るため、実際生活に即する教育、学術及び
文化に関する各種の事業を実施する。

期間 0.90 人 R3目標

法定受託事務

R1決算額 指標名

会年職員

S52～

R2予算現額 R2決算額（見込み）

6,234千円 臨時職員

所沢
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

278千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.75 人
非常勤
特別職

0.00 人

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例 1,363千円

自治事務 法定受託＋附加 1,997千円 1,942千円

90.0%

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
予定していた多くの事業が中止となったためで
ある。

95.0% 74.4%

89.2%

①主催事業数

②アンケート回答数

③「満足」及び「ある程度満
足」と回答を得た件数

事業参加者の満足度
（「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た割合）

地域もしくはダイヤ市民の学習要求に基づく事
業実施を目的としているため、事業参加者の満
足度を指標とする。

コロナ禍という厳しい状況下ではあった
が、事業をすべて中止にするのではなく、
乳児から高齢者まで感染防止を図りなが
ら実施できる事業を展開し、市民の生涯
教育の一役を担った。

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

地域交流の場を提供するなど、地域コミュ
ニティを支援する拠点としての視点からも
事業を展開していくことを検討する必要が
ある。

B

新型コロナウイルス感染症拡大
の影響を受けたことは大きいが、
コロナ禍での事業実施について
感染防止対策を講じながら「中
央とこしゃんクラブ」「子育てオア
シス”であい”」など家庭に引きこ
もりがちになる高齢者や乳児親
子が参加できる事業を再開した。

R1目標

R3目標

R2年度に改善した点目標設定の考え方・根拠

Ｓ28～

①5

②86

③64

R2目標 R2実績

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

4,901千円

中央公民館主催事
業

根拠法令

80.0%

根拠法令

期間 0.60 人

R1決算額 R2年度に改善した点

所沢
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費中央公民館施設提

供事業

引き続き新型コロナウイルス感染症感染
予防対策を講じながら、使用者が安心して
使用できる施設管理を実施するものであ
る。また、開館から10年が経過し施設の老
朽化等による施設修繕が必要な箇所が出
始めていることから計画的な修繕が必要
である。

― 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 65,796千円

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例

R2目標

新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、貸館業務停止や一
部利用の制限を設けたことによ
る影響が大きかった。また、中心
市街地に所在し、登録団体数も
３００を超える状況にあるが、高
齢化が進み、かつコロナ禍での
継続的な活動の維持が難しく
なってきている団体もみられる。
施設提供のあり方について今後
研究が必要である。

新型コロナウイルス感染症感染予防対策
の一環として、カウンターには飛沫防止板
を設置し、貸出備品等の貸出返却は使用
者と職員が直接手渡し等行わないよ必要
最低限の接触で済むようにした。団体登
録申請書類をホームページからダウン
ロードできるように、使用者の利便性を高
めた。

R2実績

B

指標名

R2予算現額

目標設定の考え方・根拠

年間施設稼働率
（年間利用区分数÷年間利用可能区分数×
100）

0.75 人
非常勤
特別職

0.00 人 65.0%

R2決算額（見込み）

56.6%

67,619千円 59,327千円

①年間利用可能区分数

②年間利用区分数

③
R1実績R1目標

新型コロナウイルス感染症の発病により感染症
拡大防止のため、公民館使用ガイドラインが定
められ、貸館業務停止や一部利用の制限を設
けたことによるためである。

50.0% 36.1%

R2目標値が未達成の理由・分析

50.0%

施設提供を通じて、住民の学びあい、さらには
地域づくりの場を目指すため、施設稼働率を指
標とする。

Ｓ28～ 3,676千円

期間

集団による各種学習活動の場として施設を提供す
ることにより、住民の学びあいを支援し、学習活動
を通じた地域づくりの場を目指す。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

6,234千円 臨時職員 3.15 人
①18274

②6596

③
0.45 人 R3目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

R2目標 R2実績

成果指標の目標値に近い値に
なっている。引き続き、利用者が
満足できるような事業を展開す
る。

R2年度に改善した点

並木
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

並木公民館主催事
業

根拠法令 社会教育法、所沢市公民館設 R2予算現額

①年間事業数

②講座終了後のアンケート回
答数
③アンケート結果で「満足及
びある程度満足」と回答を得
た件数

左記アンケートで「満足及びある程度満足」と回
答した割合（％）

R2決算額（見込み） 参加者の満足度の割合

置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則

4,813千円 4,226千円

事業の目的及び具体的な内容

人の間隔を空ける。消毒を徹底する等、
新型コロナウイルス感染症への対策を取
りながら事業を開催した。また、主催講座
から新規団体の設立に至ったことは地域
コミュニティの推進につながった。

アンケート結果によれば、参加者の想像してい
た事業内容と若干の乖離が見られた結果であ
る。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

地域住民の要望等をもとに、講座を見直
し、継続講座や、新たな講座等を行ってい
く。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 4,479千円 4,164千円

95.0%

11,720千円 臨時職員 1.50 人
①20事業

②84人

③82人

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

99.0% 98.0%

期間 1.22 人 R3目標

市民の学習要求に基づき、各種学習、講座を展開
することにより、市民の学習意欲の向上、社会教育
の推進及び住民自治の醸成を図る。
生活課題、地域課題、生活を豊かにする学習等に
ついて、系統だった学習内容、方法等を職員により
企画立案、あるいは市民を交えた企画準備委員
会、実行委員会等を設置して事業内容を検討。広
報や市ホームページ等の掲載及び公民館だよりを
発行して参加者を募集し実施する。

1.41 人
非常勤
特別職

Ｓ58～ 9,965千円 99.0%

99.0%
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

社会教育法、所沢市公民館設

実績

評価者

並木まちづくりセンター長　川原　利和

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　古田　晃一

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　古田　晃一
会年職員 3.45 人

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

参加住民の社会教育等の
向上に寄与した。

どのように貢献したか

様々な理由で図書館に来
られない方々に対し、本を
借りれる場所を提供してい
る。

どのように貢献したか

図書館事業を宣伝し、来館
していただくことで、本との
接点の場を広げた

４．質の高い
教育をみん

なに

１１．住み続
けられるまち

づくりを並木
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

指標名

根拠法令

並木公民館施設提
供事業

R1予算現額

事業の目的及び具体的な内容

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

コロナ禍による活動自粛等もあ
り、稼働率の低下は致し方ない
が、感染防止対策を実施しつつ
活動は継続されている。

21,239千円

①年間利用可能区分数（１日
６区分（月曜日は４区分）×部
屋数×開館日数）
②年間延べ利用区分数

年間施設稼働率（％）
年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数×
１００

1.35 人

R1決算額

R2目標値が未達成の理由・分析

R2年度に改善した点

― 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 23,501千円

消毒液の設置等、新型コロナウイルス感
染対策を行った。また、施設の老朽化等
に伴う修繕や改修を随時行い、施設の利
用に支障が生じないよう努めた。

R2予算現額

置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則

29,168千円

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

21,663千円

R1目標 R1実績

75.0% 34.0%

R2その他職員
従事割合

11.4%

75.0%
会年職員

75.0%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

4,572千円 臨時職員 1.35 人

①15,415区分

②1,759区分

R2目標 R2実績 新型コロナウイルス感染症対策のため人数の制
限、利用の制限（調理室含め飲食不可等）及び
利用自粛等で稼働率が大きく落ちた。また、施
設の老朽化、交通の利便性の悪さ、駐車場の少
なさも要因の一部にある。

施設利用者に影響が生じないよう適正な
維持管理を計画的に実施し、公民館主催
事業や地域コミュニティ活動の拠点として
支援に配慮しながら、効率的な施設提供
に引き続き努めていく。

R2正規職員
人件費

期間 0.59 人 R3目標

Ｓ58～ 4,819千円

集団（サークル）による各種学習の場として施設を提供
することによって、住民の学習意欲の向上と社会教育の
推進を図り住民自治の構築を目指す。

0.55 人
非常勤
特別職

0.00 人

新型コロナウイルス感染症対策の為、市民の外
出自粛が図られたことや緊急事態宣言発出期
間中の完全休館に伴い、コンビニ配送において
も2か月近くサービスを停止したことが大きく影響
している。また、感染症の影響でコンビニ本社や
営業所との話し合いの場が持てず、小手指地区
の代替店も見つからなかったことから、結果的に
７店舗での運営に留まり、利用数が伸びなかっ
た要因となっている。

0.57 人 R3目標

39,877点

コンビニエンスストア
図書等取次事業

根拠法令

期間

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

12,879千円 12,287千円

指標名 目標設定の考え方・根拠

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

R2予算現額
①年間貸出利用者数

②年間貸出数

R1決算額

Ｂ

新型コロナウイルス感染症対策
の為、コンビニエンスストア図書
等取次事業が2か月近くサービス
を停止した影響などにより、全体
の実績は目標値に達しなかっ
た。しかしながら、コロナ禍にお
いて、改めて非来館型サービス
が注目を浴びる中、本市におけ
る非来館型サービスの中核事業
として、市民の本事業に対する
期待は高いと考えられるので、
サービスポイントの拡充、広報等
の充実に努め、更なる利用拡大
を図っていきたいと考える。

R2年度に改善した点

市民が、コンビニエンスストア図書等取次サービ
スを活発に利用していることを示す数値として年
間貸出数を指標とする。過去３年間で利用が活
発であった年度の数値から公民館分館での取
次貸出数を引いた数値を目標とし、事業の拡大
を図りたい。

所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

一
般

非常勤
特別職

図書館通用口に消毒液等を設置し、配送
を行う委託業者に対し、マスク着用や手指
等の除菌などを徹底し、感染防止対策を
講じた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

取次店舗拡大を図るため、コンビニエンス
ストア本社及び店舗との交渉をすすめる。
また、更なるサービス拡大に向け、取次業
務が可能な施設等の調査研究をすすめ
る。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 10,972千円

4,738千円 R2実績

図書館の開館時間内の利用や来館が困難な市民
等に対し、コンビニエンスストアで図書等の取次を
行い、図書館利用の拡大を図る。
インターネット、図書館窓口、館内ＯＰＡＣ等から図
書等の予約を受付け、用意できた際に、電子メー
ル又は電話にて連絡し、貸出処理をして取次店へ
配送。利用者は、当該予約図書等を取次店で受
取・返却できる。

事業の目的及び具体的な内容

69,000点 45,366点0.57 人

年間貸出数

臨時職員

46,000点H17年～ 4,656千円

①28,121

②39,877

R2目標

69,000点
R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R1予算現額

0.20 人

R2決算額（見込み）

R1正規職員
人件費

R2決算額（見込み）

10,767千円

所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

一
般

自治事務 法定受託事務

期間

市民に、図書館に親しみをもって有効に利用しても
らうため、インターネット及び広報等で情報を広く提
供し、読書活動の推進及び利用の拡大を図る。
①図書館のホームページ、「今月の図書館」等広報
紙を発行し、図書館の事業や利用案内等の情報を
利用者に周知する。②講演・講座、図書館まつり
（年１回）等の催しを開催する。③季節やテーマに
応じた、図書資料の紹介・展示を行う。④他の公共
施設や地域に対し共同事業等を実施し、連携を図
る。

5点

①登録者総数
（前年の登録者総数＋年間登
録者数－年間抹消者数）

②年間貸出利用者数

③年間貸出数

新型コロナウイルス感染防止の対策を取
りながら、図書館への興味・関心を喚起す
る魅力ある事業の展開、広報活動への積
極的な取り組みを通じ、関連施設や地域
に働きかけ、利用促進を図る必要がある。
現在実施している事業の拡充に努め、非
来館型サービス及び幅広い世代に向けた
サービスへのさらなる取り組みについて検
討していき、魅力ある図書館づくりを目指
す。

Ｂ

新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、臨時休館となった
り、イベントや事業の中止が相次
ぐなど大変な一年となった。その
ような中で、展示を中心とした
「図書館まつり」を開催したり、
「おはなし会」「かがくあそび」など
子ども向け行事の一部について
は、感染防止対策を講じながら
開催するなど、図書館への興味・
関心の喚起にもできる限り努め
た。

①広報紙を発行、ＨＰを活用した情報発信
などを行い、図書館事業の周知に努め
た。②市役所関係各課と連携した図書の
展示などを行い、利用の促進を図った。③
新型コロナウイルス感染防止のため、除
菌液や飛沫防止シートの設置のほか、図
書の除菌機を設置して、利用者が安心し
て図書館を利用することができるよう努め
た。

指標名R1予算現額

図書館利用推進事
業

根拠法令 R2予算現額

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

R1決算額

12,464千円

3.26 人

重要 11,344千円

目標設定の考え方・根拠

図書資料等の貸出は、市民に活発に利用され
ていることを示す指標の一つであることから、貸
出密度を指標とする。年間貸出数を当該年度の
人口で割り、１人当たりの貸出数を算出。
人口規模が同一の市立図書館123館の平均貸
出数5.1冊を参考に、実績から目標値を設定し、
事業拡大を図りたい。（『日本の図書館2019』よ
り平均貸出数を算出）

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

貸出密度
（人口１人当たりの貸出数）

法定受託＋附加 11,347千円

R1その他職員
従事割合

非常勤
特別職

10,988千円

R2年度に改善した点

27,097千円 会年職員 5.55 人

①98,397人

②440,786人

③1,305,277点
35,367千円

4.33 人

3.8点5点

S39年～
会年職員 5.40 人

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

5点

R3目標

R2目標値が未達成の理由・分析

新型コロナウイルス感染症対策の為、市民の外
出自粛が図られたこと、緊急事態宣言発出期間
中の完全休館や、開館時における閲覧席の削
減と滞在時間の短縮などの利用制限に加え、ま
ん延防止等重点措置により新所沢分館の夜間
開館が午後9時から午後8時に短縮されたことな
どにより、実績が目標値に達しなかったと考えら
れる。

R2目標 R2実績

4.5点

R1目標 R1実績事業の目的及び具体的な内容

0.00 人

3.90 人
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　古田　晃一

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　古田　晃一

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　古田　晃一

75,106千円

非常勤
特別職

0.00 人

非常勤
特別職

R1その他職員
従事割合

会年職員 0.00 人

モニタリングなどを行うこと
により、各分館のレベルが
上がり、市民により良い
サービスを行うことが出来
る。

どのように貢献したか

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

様々な種類の本を蔵書し、
利用者の多種多様な要望
に応えている。

図書館利用者に、安全で
快適に利用できる施設環
境を整え、学ぶ場所を提供
した。

どのように貢献したか

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

事業の目的及び具体的な内容
所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

―

図書資料等収集整
備事業

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2予算現額

期間

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 101,924千円

一
般

市民の調査研究、教養、レクリエーション等に資する図
書館資料、情報の収集を行い、利用者に提供することを
目的とする。具体的には以下の通り。
①資料収集　資料収集方針に基づき蔵書構成を考慮
し、資料を選択収集する。②資料保存　残すべき資料を
選び、次の世代・時代に受け継いでいく。③資料管理
電算システムにより、管理を行なう。④資料整理　資料
に書誌（分類・書名・著者・金額等）データを付与し、フィ
ルムコーティング等の装備を行う。⑤資料除籍　除籍資
料は、幼稚園・小中学校等公共施設及び市民にリサイ
クルする。

根拠法令

R1予算現額

R1正規職員
人件費

102,146千円

幅広く質の高い資料等の収集・整備を行い、利
用者に提供するという目的が実現できているか
を図る数値として、資料の回転率を指標とした。
人口規模が同一の市立図書館で、資料回転率
が平均「2」であることから、目標値を「2」に設定
した。(『日本の図書館2020』より全国平均を算
出）

①「所沢市図書館ビジョン」に基づき、特に
郷土資料や所沢ゆかりの作家の著書など
の整理をすすめた。②除籍を効率的に行
い、図書の新鮮度を図るとともに、市民の
方へリサイクル図書の提供を行った。

R1目標

1.6%

2.0%

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和
２年４月１0日～５月３１日まで休館したこと。６月
２日の開館後も感染状況に応じて、サービス制
限を行ったことが影響し、昨年度よりも資料回転
率が低下した。

1.3%

Ａ

R3目標

①蔵書数（図書・雑誌・紙芝
居・視聴覚資料）

②年間資料受入数

③年間除籍数

資料回転率
（年間貸出数÷蔵書数（貸出禁止資料除く））

R1実績

新型コロナウイルス感染予防対策などで、
生活方式などが変化していくなか、「第2次
所沢市図書館ビジョン」に基づき、様々な
課題を解決するため、幅広く質の高い資
料等の収集・整備を計画的に継続して
行っていく。一定期間を経過した資料につ
いては、除籍し、学校等公共機関及び市
民の方へのリサイクル図書として提供を継
続的に行い、資料を適正管理する必要が
ある。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

5.92 人

新型コロナウイルス感染症対策
の為、図書等取次事業が2か月
近くサービスを停止した影響など
により、全体の実績は目標値に
達しなかった。
市民へ最新の情報を提供した
り、多様化・複雑化する市民生活
における様々な課題を解決する
ためには、幅広く質の高い資料
等の収集・整備は大変重要であ
り、今後も引き続き実施していく
とともに、一定期間を経過した資
料については、市民の方へのリ
サイクル図書として提供を行うな
ど有効利用を図りながら、資料
の新鮮度を保つための除籍を進
める必要があると考える。

R2年度に改善した点

5.77 人

非常勤
特別職

0.00 人

R2目標値が未達成の理由・分析

47,960千円 会年職員

S39年～ 48,355千円 2.0%

R2実績

2.0%

0.00 人

①1,067,584点

②29,797点

③14,485点

R2目標

指標名

R2決算額（見込み）

28,237千円
図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

29,321千円

14件 18件

所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令 R2予算現額

R1実績

0.00 人

R2実績

①設備等の保守

②設備等の保守委託料

施設維持に関する修繕件数

R1目標

27,491千円

14件

目標設定の考え方・根拠

A

老朽化した施設の保守や修繕を
計画的に行っており、来館者が
安全かつ快適に利用できる環境
を維持している。

R2年度に改善した点

保守点検については、日常的施設点検及
び計画的施設修繕を行い、効率化を図
る。また、点検による修繕箇所の早期発
見・部分的な修繕の対応により、限られた
修繕経費を抑える。

R2目標値が未達成の理由・分析

修繕箇所を早期発見し、市民の利用に配慮した
保守・修繕が計画的に行われているかを測る数
値として、修繕件数を目標値とした。
修繕を行うことにより、利用者の安全・快適な利
用に配慮し、環境の維持に努めていきたい。

所沢図書館外壁補強事業等を行って施設
の安全上適正な管理及び長寿命化を図っ
た。また、館内照明器具や安定器の取替
えなど、居心地の良い図書館環境作りを
行った。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

目標達成済み

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 23,746千円

図書館施設維持管
理事業

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

・日常的な施設内外の安全点検及び機械操作、定
期的に実施する施設管理委託事業（日常・定期清
掃、昇降機点検、自動扉点検、空調設備点検、水
質検査、機械警備、害虫駆除、植木剪定等）、施設
や設備の修繕を実施。
・図書館利用者にとって、安全で快適に利用できる
施設環境を確保するとともに、図書資料等を適切
に管理し利用できる施設を維持すること。

0.63 人

5,237千円 会年職員 0.00 人

①11件

②10,714千円

R2目標

非常勤
特別職

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

１４件

12件

期間 0.78 人 R3目標

S55年～ 6,371千円 会年職員 0.00 人

非常勤
特別職

0.00 人

指標名

R2決算額（見込み）

指定管理者制度が第2期目の4年目とな
り、充実した均一で質の高いサービスの提
供を目指し、安定した良質な運営が保た
れるよう、調整・指導した。

分館での年間来館者数

292,632千円 290,218千円

R1目標 R1実績
R1その他職員
従事割合

R1正規職員
人件費

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

運営及び指定管理状況等について、、本
館職員による定期的なモニタリングを図書
館分館全館で実施して点検・評価を行い、
良質な図書館サービスを継続して提供で
きるよう努める。

R2目標値が未達成の理由・分析

4月10日から5月31日まで、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響により、緊急事態宣言が発
出され休館となった。その後も来館者が減少した
ため、目標値に達しなかったものと考えている。

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

指定管理者制度を導入して、第2
期目の4年目となり、安定した運
営が行われている。
所沢市内全域において、良質で
均一なサービスを実施するため
にも、分館における安定した運営
が保たれることは重要であるた
め、モニタリングの実施により、
指定管理者の図書館運営や業
務遂行状況について、定期的に
確認をし、改善などを図ってい
る。

R2年度に改善した点

利用者サービスの充実を示す指標の一つである
来館者数を指標とする。利用者サービスの向上
が、来館者数増につながると考える。
過去5年間で利用が活発であった年度の数値を
目標とし、今後も充実したサービスの安定的な
提供に努めたい。

①貸出利用者数（分館のみ）

②貸出数（分館のみ）図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則、地方自治法

所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

所沢図書館分館施
設管理運営事業

根拠法令

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 301,758千円

・市民サービスの向上、指導管理の一元化、経費
の節減を図る。７館すべての分館において祝日開
館とし、平日、所沢分館は１９時、新所沢分館は２１
時までの開館により、利用者の利便性向上を図
る。
・地方自治法第２４４条に定める公の施設として、
所沢市立所沢図書館設置条例及び同施行規則の
規定に基づき、市立図書館としてのサービスの提
供等を行う。図書館における管理運営業務、施設
維持管理業務。

R2予算現額

1.60 人

事業の目的及び具体的な内容

900,000人 784,019人

13,299千円 会年職員 0.00 人

①314,845人

②990,314点

R2正規職員
人件費

R2目標 R2実績

900,000人 538,826人

期間 1.65 人 R3目標

H24～ 13,477千円

R2その他職員
従事割合

900,000人

0.00 人

0.00 人

R1その他職員
従事割合

0.00 人

R1決算額

非常勤
特別職

76,446千円

R2決算額（見込み）

会年職員

287,912千円

R1決算額
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所属
名称

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

会
計

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　古田　晃一

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　古田　晃一

会年職員 どのように貢献したか

市民の課題解決に対し支
援を行っている。

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

あらゆる機会をとらえて子
どもたちが読書に親しむ環
境を整えることにより貢献
した。

４．質の高い
教育をみん

なに

所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

子ども達が読書の楽しみを知り、自主的に読書活
動を行うことができるよう、「第２次所沢市子どもの
読書活動推進計画」に基づいて子ども向け事業、
学校との連携事業等を実施し、利用の拡大を図
る。①子どもの読書活動推進連絡会の開催②おは
なし会・かがくあそび等子ども向け行事の開催③一
般向け普及・啓発事業の開催④学校との連携事業
の実施⑤小中学生・保護者に読書アンケートの実
施⑥学校業務連絡便の運行⑦ブックリスト「本が
いっぱい」の発行、小中学校への配布⑧子ども向
け広報紙の発行

1.53 人

R2正規職員
人件費

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

R1決算額

根拠法令 R2決算額（見込み）

2,332千円

非常勤
特別職

会年職員

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

指標名 目標設定の考え方・根拠

2,316千円

①子ども向け行事参加者数

②学校関連団体貸出数

児童資料貸出数（年間児童資料貸出数）
過去5年間で最も高い平成27年の貸出実績が
488,789冊であったため、この数値を目標とし、
サービスの維持・向上を図る。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,445千円

令和２年度は、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため、臨時
休館となったり、イベントや事業
の中止が相次いだことなどによ
り、目標値には届かなかったが、
新型コロナウイルス感染予防対
策をとって、可能な範囲でサービ
スを維持し、子どもの読書活動を
推進した。
今後は、さらに連携をすすめて
第３次所沢市子どもの読書活動
推進計画の推進に向けて努めて
いきたい。

R2予算現額

4,744千円

事業の目的及び具体的な内容
子どもの読書活動推
進事業

期間 1.53 人 R3目標

S39年～ 12,497千円 489,000冊

①4,049人

②10,854冊

2.90 人

489,000冊 新型コロナウイルス感染予防を考慮しつ
つ、関係各課と連携しながら第3次所沢市
子どもの読書活動推進計画をすすめてい
く。

2.40 人

対象年齢層の人口減少及び新型コロナウイル
ス感染対策による休館などから、年間貸出数が
減少したため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2年度に改善した点

R2その他職員
従事割合

こども支援課、健康づくり支援課と連携し
新規事業「ところっこ親子ふれあい絵本事
業」を開始した。

R2目標値が未達成の理由・分析

Ｂ

374,743冊

R2目標

44,054千円

47,485千円

R1目標

非常勤
特別職

0.00 人

0.80 人

非常勤
特別職

0.00 人

会年職員

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

館内奉仕事業

R2実績

42,310千円

460,795冊

12,717千円

所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

R3目標

Ｂ

新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、臨時休館となったり、一
部サービスの制限が実施されたこと
により、目標値には届かなかった。
図書館サービスの一つであるレファ
レンスについては、一定の件数を
保っており、インターネット検索が手
軽にできる現代において、図書館で
あれば信頼性の高い情報が得られ
るということについて、認知されつつ
あるものと思われる。また、国立国
会図書館レファレンス協同データ
ベースへの掲載を積極的に進め、
国立国会図書館より、一定の基準を
満たし、評価（お礼状）を得ている。

R1決算額 指標名

489,000冊

①貸出数
（本館での年間貸出数）
②予約受付件数
（本館カウンターでの年間予
約受付・取消件数）
③レファレンス件数
　　（本館受付件数）

来館者数（本館）

61,540千円

R2年度に改善した点

本館の役割として、調査、読書相談、資料の館
内利用等の事業が重要となってきていることか
ら、来館者数を指標とする。新型コロナウイルス
感染症拡大の影響などを踏まえ、目標値を実績
値に近い数値として設定し、サービスの充実を
図っていきたい。

コンビニエンスストア図書等取次サービスが浸
透したことや、分館サービスの充実により利用者
が地域で図書館サービスを利用できるように
なったこと、スマートフォンやパソコン等の普及に
より、簡単な情報が手軽に入手できるようになっ
たことなどが要因であると考えられる。このこと
に加え、令和２年度は、新型コロナウイルス感染
症対策の為、市民の外出自粛が図られたこと、
緊急事態宣言発出期間中の完全休館や、開館
時における閲覧席の削減と滞在時間の短縮な
どの利用制限等をしたことから、実績が目標値
に達しなかったと考えられる。

R2目標値が未達成の理由・分析

①調査・研究を目的とした図書館利用に
対応するため、各種データベース情報等
のレファレンス・ツールの充実・活用を図っ
た。②利用者への課題解決支援サービス
の周知を図るため、図書館ＨＰにおいてレ
ファレンス事例を公開するとともに、国立
国会図書館レファレンス協同データベース
へも積極的に掲載した。④視覚に障害の
ある方へのサービス周知のため、「所沢市
障害者ガイド」、「翔びたつひろば」に情報
を掲載した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

身近な生涯学習の拠点として、情報・資料
等の充実を図り、その活用法を広く市民に
発信する必要がある。職員の質の向上に
努め、今後は質の高い確実な情報が入手
できる図書館の活用について、広報に努
めていく。また、感染症予防対策をしっか
り取るとともに、利用者が安心・安全に利
用できるよう努めていく。

目標設定の考え方・根拠

250,000人

― 43,575千円

R2予算現額 R2決算額（見込み）

400,000人

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

法定受託＋附加

期間 5.18 人

市民の教養と文化の発展のため、資料及び情報を
提供する。
①図書（一般書、児童書、雑誌、紙芝居、絵本）を
個人・団体に対し、閲覧・貸出利用に供する。②Ｃ
Ｄ、ＤＶＤ及びビデオを個人に対し、貸出利用に供
する。③図書館資料について充分な知識を持った
職員が、問い合わせ・読書相談や利用のための相
談に応じる。④視覚に障害のある方に対して対面
朗読サービスや録音図書を提供する。

5.30 人

R2正規職員
人件費

S39年～

R2その他職員
従事割合

22.15 人

①256,007

②13,553

③501

R2実績

R1実績

217,065人

自治事務

根拠法令

400,000人 146,214人

65,346千円法定受託事務

R2目標

非常勤
特別職

0.00 人

会年職員 20.45 人


